
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3028 

令和５年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 音楽Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 ＭＯＵＳＡ１（教育芸術社） 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

「歌唱」「器楽」「創作」「鑑賞」の４分野について幅広く、年間を通して学習します。 

音楽の学習は、クラスの仲間とともに実際に歌ったり楽器をやってみたり、考えたりすることで

深まっていきます。音楽の活動を通して、さまざまな音楽に触れ、ともに創り、みなさんの感性

や心が豊かなものになることを願っています。 

 

２ 学習の到達目標 

音楽の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音や音楽、音

楽文化と幅広く関わる資質・能力を育成することをめざす。 

（1）曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解を深

め、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付け、歌唱、器楽、創作で

表すことができるようにする。 

（2）音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し、それらの働きを感受しながら、知覚

したことと感受したこととの関わりについて考え、自己のイメージをもってどのように表す

かについて表現意図をもち、音楽を評価しながらよさや美しさを自ら味わって聴くことがで

きるようにする。 

（3）主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むと

ともに，感性を高め、楽文化に親しみ，音楽によって生活や社会を明るく豊かなものにして

いく態度を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

曲想と音楽の構造や文化

的・歴史的背景などとの関

わり及び音楽の多様性につ

いて理解している。 

創意工夫を生かした音楽

表現をするために必要な技

能を身に付け、歌唱、器楽、

創作で表している。 

音楽を形づくっている要

素や要素同士の関連を知覚

し、それらの働きを感受しな

がら、知覚したことと感受し

たこととの関わりについて

考え、自己のイメージをもっ

てどのように表すかについ

て表現意図をもったり、音楽

を評価しながらよさや美し

さを自ら味わって聴いたり

している。 

主体的・協働的に音楽の幅

広い活動に取り組もうとし

ている。 

感性を高め、音楽文化に親

しみ、音楽によって生活や社

会を明るく豊かなものにし

ていく態度を身につけよう

としている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

歌
唱 

・曲にふさわしい発

声で表情豊かに歌

おう。 

・J-POPや歌謡曲の

特徴を理解して歌お

う。 

 

a:様々な歌唱表現の特徴について

理解している。身体の使い方の

技能、他者との調和を意識して

歌う技能を身に付けている。 

b:知覚したことと感受したことと

の関わりについて考え、歌唱に

ついて工夫している。 

c:主体的・協働的に歌唱の学習活

動に取り組もうとしている。 

授業観察 

実技テスト 

ペーパーテスト 

 

授業観察 

実技テスト 

 

 

 

授業観察 

実技テスト 

振り返りシ

ート 

器
楽 

・ 

創
作 

・ボディー・パーカッ

ションや“Cups”に挑

戦しよう。 

 

a:様々な表現形態による器楽表現

の特徴について理解している。

演奏する技能を身に付けてい

る。 

創意工夫を生かした創作表現を

するために必要な手法を活用し

て音楽をつくる技能を身に付

け、創作で表している。 

b：知覚したことと感受したことと

の関わりについて考え、器楽表

現について工夫している。 

知覚したことと感受したことと

の関わりについて考え、どのよ

うに音楽をつくるかについて表

現意図をもっている。 

c:主体的・協働的に器楽・創作の学

習活動に取り組もうとしてい

る。 

授業観察 

パフォーマンス

課題 

授業観察 

ワークシート 

パフォーマンス

課題 

創作作品 

 

授業観察 

パフォーマ

ンス課題 

振り返りシ

ート 

鑑
賞 

・音楽の要素とイメー

ジをつなげよう。 

a:曲想や表現上の効果と音楽の構

造との関わり、及び音楽の特徴

について理解している。 

b：知覚したことと感受したことと

の関わりについて考えるととも

に、曲や演奏に対する評価とそ

の根拠について考え、音楽のよ

さや美しさを自ら味わって聴い

ている。 

c:主体的・協働的に鑑賞の学習活

動に取り組もうとしている。  

授業観察 

ワークシート 

ペーパーテスト 

 

授業観察 

ワークシート 

 

授業観察 

ワークシート 

振り返りシ

ート 

２
学
期 

歌
唱 

 

日本や諸外国の歌

曲に親しみ、表現を

工夫して歌おう。 

各国の音楽の魅力

を感じよう。 

 

『この道』 

『Ｃａｒｏ ｍｉｏ ｂｅｎ』 

『Ｈｅｉｄｅｎroslein』 

『オー・シャンゼリゼ』 

a:曲想と音楽の構造や歌詞、文化

的・歴史的背景との関わりを理

解し、創意工夫をいかした歌唱

表現をするために必要な技能を

身に付けている。 

b:知覚したことと感受したことと

の関わりについて考え、どのよ

うに歌うかについて表現意図を

もっている。 

c: 主体的・協働的に歌唱の学習活

動に取り組もうとしている。 

授業観察 

ワークシート 

ペーパーテスト 

授業観察 

ワークシート 

 

授業観察 

ワークシート 

振り返りシ

ート 
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器
楽 

表現を工夫してギタ

ーを演奏しよう。 

a:曲想とギターの音色や奏法との

関わりについて理解し、創意工

夫を生かした器楽表現をするた

めに必要な技能を身に付け、器

楽で表している。 

b：知覚したことと感受したことと

の関わりについて考え、どのよ

うに演奏するかについて表現意

図をもっている。 

c:曲想とギターの音色や奏法との

関わりに関心をもち、主体的・協

働的に器楽の学習活動に取り組

もうとしている。 

授業観察 

実技テスト 

学習プリント 

ペーパーテスト 

授業観察 

実技テスト 

ワークシート 

授業観察 

実技テスト 

振り返りシ

ート 

３
学
期 

鑑
賞 

西洋音楽史をたど

ろう。 

a: 音楽の特徴と文化的・歴史的背

景との関わりについて理解して

いる。 

b:音楽のよさや美しさを自ら味わ

って聴いている。 

c:音楽の特徴と文化的・歴史的背

景を学び、主体的・協働的に鑑賞

の学習活動に取り組もうとして

いる。 

授業観察 

ワークシート 

ペーパーテスト 

 

授業観察 

ワークシート 

授業観察 

振り返りシ

ート 

創
作 

絵本に音楽をつけ

て効果を考えよう。 

a:創意工夫を生かした創作表現を 

するために必要な知識を身に付

け、創作で表している。 

b:知覚したことと感受したことと

の関わり、及び音楽の効果につ

いて考え、どのように音楽をつ

けるかについて表現意図をもっ

ている。 

c:世界の諸民族の様々な声の音楽

から音楽文化の固有性、共通性

を考えることに関心をもってい

る。 

授業観察 

ワークシート 

 

授業観察 

ワークシート 

パフォーマンス

課題 

創作作品 

授業観察 

ワークシート 

振り返りシ

ート 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         


